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目的： 

先天異常（CA）を有する新生児の出産と母親の産後うつ病（PPD）発症リスクとの関連を解析すること、および、母親

PPD の持続パターンを同定し、それらと CA の存在との関連を多変量解析によって検討することを目的とした。 

 

方法： 

エコチル調査（JECS）の 86,464 組の母子ペアを対象とした。PPD は、産後 1 ヶ月と 6 ヶ月時にエジンバラ産後うつ病

質問票を用いて評価した。CA と PPD の関連は、ベイズ多重対数二項回帰分析を用いて解析した。 

 

結果： 

CA のある新生児を出産した母親は、1 か月および 6 か月時点での PPD のリスクが高かった（オッズ比中央値 1 か

月：1.06、6 か月：1.11）。また、PPD の持続パターンは遅延型、持続型、回復型、非罹患型の 4 つに分けられ、そのう

ち、遅発型と持続型のリスクと関連していた（オッズ比中央値 遅発型：1.13、持続型：1.13）。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究により、CA のある新生児の母親の PPD リスクが産後 6 ヶ月まで持続することが示された。特に遅発型と持続

型のパターンが多く見られたことから、出産直後だけでなく長期的な支援の必要性が示唆された。日本の標準的な周

産期ケアでは、妊娠中の超音波検査や NIPT 検査により CA の早期発見が可能だが、それだけでは母親のメンタル

ヘルスを十分に保護できない可能性がある。本研究には、自己報告による PPD の評価や、CA の種類・重症度の区

別がないこと、父親を含まない研究デザインであることが限界であるものの、CA のある新生児の母親に対する産後メ

ンタルヘルスケアの見直しと拡充の必要性を示す重要なエビデンスとなった。 

 

結論： 

CA のある新生児の母親は産後うつ病のリスクが有意に高く、そのリスクは産後 6 ヶ月まで持続する。このことから、

CA のある新生児の母親に対する長期的なメンタルヘルスケアの必要性が示唆された。 

 


